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《8月の予定》 

 

8 月 3 日(金)    納涼祭① 

 

8 月 7 日(火)   フットサル 

 

＊自由登園期間＊ 

8 月 13 日(月)～8 月 16 日(木)  

  

8 月 21 日(火)・22 日(水) ワークショップ 

 

8 月 23 日(木)  誕生会 

 

8 月 24 日(金)  納涼祭② 

 

8 月 27 日(月)  藤川・園崎先生来園(予定) 

          

8 月 28 日(火)  フットサル 

 

8 月 30 日(木)  ダンス浦田先生 

えがけ夢 かなえてこそ夢 一粒の･･･。もし･･･。 

やがて豊かな緑に。大地に根付き、天空高く。が如く 

凛として自立を。互敬互譲で、豊穣を分かちあう。 

 

 

 

 

 今年の夏は随分暑いですね。こまめな水分補給に努めましょう。 

今までシーズ通信には私事で恐縮でしたが、自分のこどものことを紹介させてもらってきました。上の創助は小

学校 2年生に、下のみづほも 3歳になりようやく 4月から幼稚園に行きだしましたので、今回で終了させてもらい

ます。みづほは幼稚園に行くまでは、お兄ちゃんの友だちが遊びに来ると、大好きなおやつも食べず待ってました

とばかりお兄ちゃんたちの遊びに入って行くのですが、「みづほゾンビ」とか言われ必ず最後は悪者役をさせられ、

「悪もんにされたあっ」と言って泣きながら私や母親のところへきていました。さすがに見ててかわいそうで「も

うお兄ちゃんやと遊ばれんよ」と、言うと「うん」と言うのですが、次の日になり、3 時頃お兄ちゃんとその友達

が学校から帰ってくる声が聞こえてくると、「さあて、悪もんになってこようかなあ」と言いながら嬉嬉としてお

兄ちゃんたちを出迎えに外に飛び出していくのでした。そのみづほも 4月から楽しみにしていた幼稚園に通いだし、

初登園日も別に泣くことなく、幼稚園から帰ってきたらいびきをかいて毎日爆睡し、土曜日の朝は「今日は幼稚園

行かんの？」と、楽しくて仕方がない様子です。私もそんなふうに仕事がしてみたいです。  岸本 穂高 

右にも記載しておりますが、8 月 13 日（月）

から、8 月 16 日（木）までは、自由登園期間

となりますので、送迎バスの運行はありませ

ん。 

登園される方は 9 時～16 時（日中一時・短期

入所を利用サれる方は別です）の時間内で送

り迎えをお願い致します。 

出欠に関しての伝達が、まだお済みでない方

はシーズまでご連絡ください。 
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7 月 4 日に岩本先生による、Ｔシャツ作成のワークショップを実施しました。前回のエコバッグ作りの際に

作成したスタンプを使用して、丸・三角・四角などの形の型紙の中をさらにストライプ柄になるようにマス

キングをして、Ｔシャツに押していきました。できあがるまでどのような作品が仕上がるかわからない、と

いう過程も楽しみつつ、出来上がった作品にみなさん予想以上の喜びようでした。 

完成したＴシャツは今後、行事などの際に使用する予定です。 

7 月 23 日に、岩本先生ともうひとり、新たな先生として、サウンドアーティストの石上先生に来ていただき、

「浦島シーズ太郎」という紙芝居のワークショップを実施しました。紙芝居と言っても、普通の紙芝居を作

るのではなく、サウンドアーティストの石上先生の技術を活用した、音付きの紙芝居の作成を行いました。

各グループごとに、それぞれが担当するシーンに適した音を、様々な楽器や廃材などを使用して練習をし、

最後の読み聞かせの時には録音をしながら話の進行に合わせて音を付けていきました。録音した音声は、石

上先生に編集していただき、改めてみなさんと一緒に楽しむ予定です。 


